
（別紙）

（下線の部分は変更部分）

【地域再生計画本文】 【地域再生計画本文】

４　地域再生計画の目標 ４　地域再生計画の目標 .

　　　（略）　本エリア内には、八溝県立自然公園をはじめ、ふれあいの丘、なかがわ水遊園、

　　雲巌寺、黒羽城址公園、道の駅「那須与一の郷」など、自然とふれあい、また、（略）

（略） （略）

　　立自然公園～雲巌寺～黒羽城址公園、那須塩原駅からなかがわ水遊園、那須塩原駅 　　立自然公園～雲巌寺～黒羽城址公園などの区間にスムーズなアクセス効果を提供し、

　　　（略）　本エリア内には、八溝県立自然公園をはじめ、ふれあいの丘、なかがわ水遊園、

　　雲巌寺、黒羽城址公園、など、自然とふれあい、また、（略）

　　那須野塩原ＩＣからなかがわ水遊園、（主）大田原・氏家線からふれあいの丘、ふれあい

　　の丘からなかがわ水遊園、ふれあいの丘から黒羽城址公園、黒羽城址公園～八溝県 　　の丘からなかがわ水遊園、ふれあいの丘から黒羽城址公園、黒羽城址公園～八溝県

　　にスムーズなアクセス効果を提供し、日帰り観光客をターゲットとした各施設（ふれあい

　　日帰り観光客をターゲットとした各施設（ふれあい　の丘、なかがわ水遊園、黒羽城址公

　　園、雲巌寺）でのイベントが集中する夏季（７月～９月）の観光客入込人数（平成１６年度

　　の丘、なかがわ水遊園、黒羽城址公園、雲巌寺、道の駅「那須与一の郷」）でのイベント 　　実績）の５％増（平成２２年度実績人数）を目指すとともに自然と親しむまちづくりを行うこ

　　が集中する夏季（７月～９月）の観光客入込人数（平成１６年度実績）の５％増（平成２２

　　年度実績人数）を目指すとともに自然と親しむまちづくりを行うこととする。

　　（目標１）　ふれあいの丘、なかがわ水遊園、黒羽城址公園、雲巌寺、道の駅「那須与一
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　　から黒羽城址公園、那須塩原ＩＣ～道の駅「那須与一の郷」～黒羽城址公園などの区間

　　　（略）　そこで、道整備事業を導入することによって、那須塩原駅からふれあいの丘、西 　　　（略）　そこで、道整備事業を導入することによって、那須塩原駅からふれあいの丘、西

　　那須野塩原ＩＣからなかがわ水遊園、（主）大田原・氏家線からふれあいの丘、ふれあい

　　　・那須塩原駅～ふれあいの丘（市街地通過５分短縮）

　　　・ふれあいの丘～なかがわ水遊園（福原地区及び蛭田地区通過５分短縮）

　　　　　　　　の郷」の集客率向上

　　（目標２）　拠点施設へのアクセス改善

　　　・西那須野塩原ＩＣ～なかがわ水遊園（親園地区通過５分短縮）

　　ととする。

　　（目標１）　ふれあいの丘、なかがわ水遊園、黒羽城址公園、雲巌寺の集客率向上

　　　・ふれあいの丘～なかがわ水遊園（福原地区及び蛭田地区通過５分短縮）

　　（目標２）　拠点施設へのアクセス改善

　　　・那須塩原駅～ふれあいの丘（市街地通過５分短縮）

  　　・（主）大田原氏家線～ふれあいの丘（佐久山地区通過３分短縮）   　　・（主）大田原氏家線～ふれあいの丘（佐久山地区通過３分短縮）

　　　・西那須野塩原ＩＣ～なかがわ水遊園（親園地区通過５分短縮）
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（略） （略）

（略） （略）

　　　・那須塩原駅～黒羽城址公園（羽田地区通過３分短縮）

　　　　　（南金丸地区通過５分短縮）

　　①　大田原地区の通称ライスライン「市道1-20号線」（市道認定　昭和６２年１月５日）

　　　・ふれあいの丘～黒羽城址公園（新宿地区通過３分短縮）

　５－１　全体の概要

　　　・西那須野塩原ＩＣ～道の駅「那須与一の郷」～黒羽城址公園

　　　・国道４号～ふれあいの丘（実取地区通過３分短縮）

　　　・那須塩原駅～なかがわ水遊園（奥沢地区通過３分短縮）

　　　　として木佐美地区通過１５分短縮） 　　　　として木佐美地区通過１５分短縮）

　　　・黒羽城址公園～八溝県立自然公園～雲巌寺～黒羽城址公園（観光周遊道路 　　　・黒羽城址公園～八溝県立自然公園～雲巌寺～黒羽城址公園（観光周遊道路

　　　・ふれあいの丘～黒羽城址公園（新宿地区通過３分短縮）

　　　　昭和６１年１２月２３日）は国道４号と市街地を結ぶ幹線道路として位置付けられて 　　　　用車を利用する人が増え、本線においてもその影響から交通量が増大しております。

　　①　大田原地区の通称ライスライン「市道1-20号線」（市道認定　昭和６２年１月５日）は

５　目標を達成するために行う事業 ５　目標を達成するために行う事業

　５－１　全体の概要

　　　　大田原市の外環状道路として、県北地区の農産物の流通や農業振興に大きな 　　　　は大田原市の外環状道路として、県北地区の農産物の流通や農業振興に大きな

　　　　功績を残した路線の一つである。また、市道1-24,821号線（市道認定 　　　　功績を残した路線の一つであります。近年、通勤やレジャー等の交通手段に自家

　　⑤　市道2-8,2-26,504号線（市道認定　昭和６１年１２月２３日）は大田原市の中

　　　　西部に位置し、国道や県道を結ぶ（ショートカット）路線であります。本路線を整備

　　　　することにより、国道や県道の交通渋滞の緩和を促し、那須塩原駅から黒羽城址

　　　　らふれあいの丘及びなかがわ水遊園へのアクセス向上（時間短縮）を図る。 　　　　

　　　　を改築することにより、通過交通の増大に対応し、西那須野塩原ＩＣ及び国道４号か 　　　　

　　　　いる。近年、通勤やレジャー等の交通手段に自家用車を利用する人が増え、これ 　　　　そこで、本線を改築することにより、通過交通の増大に対応し、西那須野塩原ＩＣから

　　　　らの路線においてもその影響から交通量が増大している。そこで、これらの路線 　　　　ふれあいの丘及びなかがわ水遊園へのアクセス向上（時間短縮）を図る。
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（略） （略）

　　　　公園、八溝県立自然公園へのアクセス向上（時間短縮）を図るとともに、道の駅

　　　　「那須与一の郷」への集客増を図る。

　５－２　法第４章の特別の措置を適用して行う事業 　５－２　法第４章の特別の措置を適用して行う事業

　　道整備交付金を活用する事業 　　道整備交付金を活用する事業

　　　・実施主体　　 　市道　大田原市 　　　・実施主体　　 　市道　大田原市

　　整備箇所等は、別添の整備箇所を示す図面による。

　　　　　　　　　　　 　 林道　栃木県 　　　　　　　　　　　 　 林道　栃木県

　　　・施設の種類　　市道 　　　・施設の種類　　市道

　　　　　　　　　　　　　林道　大田原市 　　　　　　　　　　　　　林道　大田原市

                          　 林道                           　 林道

　　　・事業区域　　　 市道　大田原市 　　　・事業区域　　　 市道　大田原市

　　　・事業期間　　 　市道　（平成１７年度～平成２１年度） 　　　・事業期間　　 　市道　（平成１７年度～平成２１年度）

　　　　　　　　　　　 　 林道　（平成１７年度～平成２０年度） 　　　　　　　　　　　 　 林道　（平成１７年度～平成２０年度）

　　　・整備量　　　　 市道　20.94㎞ 　　　・整備量　　　　 市道　12.79㎞

　　　・事業費　　  　　総事業費　　　　　　４，４４０，０００千円（内交付金２，２２０，０００千円） 　　　・事業費　　  　　総事業費　　　　　　２，８９０，０００千円（内交付金１，４４５，０００千円）

                          　 　　市道　　　　　　　４，１１０，０００千円（内交付金２，０５５，０００千円）                           　 　　市道　　　　　　　２，５６０，０００千円（内交付金１，２８０，０００千円）

　　　　　　　　　　　　 林道　  2.37㎞ 　　　　　　　　　　　　 林道　  2.37㎞

　　　　　　　　　　　　　　　林道　　　　　　　　　３３０，０００千円（内交付金　　１６５，０００千円） 　　　　　　　　　　　　　　　林道　　　　　　　　　３３０，０００千円（内交付金　　１６５，０００千円）


